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あらまし：チャット形式の SNS である LINE を用いて、協調学習のひとつであるペアワークの問題作成

からペア作成、結果の閲覧までの一連の活動を対話形式で行えるシステムを開発した。本システムを利用

することにより、対面授業でもオンライン授業でも教師や学生がスムーズにペアワークを行える。ペアは、

アンケートや小テストの回答が異なる学生を優先して編成する。また、各ペアはペアワークの結果をチャ

ットで送信し、結果が集約される。 
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1. はじめに 
現在、大学等の教育機関では、対面授業や遠隔授

業の中でペアワークやグループディスカッションが

積極的に行われるようになった。対面授業では、教

師が事前にグループ分けを行い、学生はそのグルー

プである題目に対しての意見交流を行うことが多く

ある。また、席が隣や近くの人と意見交流するとい

った形も多くある。これに対し、学生の回答に基づ

いてグループ分けをする Web ベースのグループウ
ェアを提案されている。(1)(2)遠隔授業では、Microsoft 
Teamsや Google Meet, Zoomなどのオンラインツー
ルの機能の一つであるブレイクアウトルームを利用

して、事前にグループ分けを行い、ランダムで学生

を振り分け、少人数でのグループセッションを行い、

意見交流を行なっている。これらはグループディカ

ッションやペアワークを行うという点では問題はな

いが、学生の回答に基づいたグループ編成ができて

いるとはいえない。 
本研究では、LINE株式会社が提供している LINE
と LINE Messaging APIを用いることで、ペアワーク
の一連の流れを対話形式で可能にし、対象ユーザー

である教師や学生がスムーズにペアワークを行える

システムを開発した。 
LINE を利用した学習システムは多く提案されて
いる。(3)これらは主に、システムとユーザーの 1:1
のチャットを中心とするシステムである。 本システ
ムは、ユーザー間を仲介し、ペアワークを支援する。 
2. システムの基本的デザイン 

LINEとは、無料で 1対 1のトークや複数人でのト
ーク、音声通話やビデオ通話などができるアプリケ

ーションである。 
LINE Messaging APIとは、LINEが提供するサービ
スの一つで、LINE上で動作する LINE botを作成す
ることができる。(4)これを用いることで、対話形式

のペアワークが可能となっている。 
ペアワークの一連の流れは次のようになる。まず、

教師が学生に回答させるための問題を LINE 上で作

成し、その問題番号を学生に口頭で伝える。学生は

教師の作成した問題を LINE 上で表示させ、その問
題の回答を行う。その後、教師は学生の回答状況を

確認し、本システムを用いてペアを LINE 上で作成
する。学生は、ペアワークを開始する。その際、回

答がなるべく異なる学生がペアになる仕組みになっ

ている。最後に全部のペアの結果を集約し、Webペ
ージで確認する。 
また、各ユーザーが操作を容易に行うことができ

るように LINE 公式アカウントの機能の一つである
リッチメニューを利用している。 リッチメニューと
は、LINE公式アカウントの機能の一つであり、LINE
トーク画面の下部に表示されるメニューである。こ

のリッチメニューをタップすると、予め決めていた

テキストメッセージが送信されるようになっている。 
3. システムの機能 
3.1 教師側の操作 
本システムでは LINE 上で操作を行うため、ユー
ザーは本システムの LINE 公式アカウントを友だち
追加して利用する。 学生同士や、 学生と教員の
LINEアカウントが友だちである必要はない。 
教師は、学生に回答させるための問題を作成する。 
本システムでは 2択式の問題となっているので、問
題番号、問題内容、回答例を順に本システムに送信

することで問題作成が完了となる。例えば、「学校に

制服は必要だと思いますか。」必要だと思う:1 必要
でないと思う:2など、正解のある問やない問、アン
ケートなど教師は自由に問題を作成する。 
その後、学生が問題回答後にリッチメニューよりペ

ア作成ボタンを押すと、回答が異なる人を優先的に

ペアが組まれるようになっている(図 1)。また、学生
のペアワーク終了後、リッチメニューより結果ボタ

ンを押すと全部のペアの結果を Web ページで閲覧
する(図 3)。 
 
3.2 学生側の操作 
教師と同様に、本システムを友だち登録して利用
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する。 
学生は、教師から伝えられた問題番号を本システ

ムに送信し、問題を表示させ回答を行う。教師がペ

ア作成後、自分が回答した考えをペアの相手にメッ

セージを送信することでペアワークを行う(図 2)。ペ
アの会話は何往復でも自由に送受信できるようにな

っている。ペアででた結果を送信し、全部のペアの

結果をWebページで閲覧する(図 3)。 
 

 
図 1 教師のトーク画面(問題作成とペア作成) 

 

 
図 2 学生(上:A下:B)のトーク画面(ペアワーク) 

 

 
図 3 ペアワークの結果表 

 
4. システムの設計 
本システムは、Node.js で記述したサーバから 

LINE Messaging API を利用している。特にペアの会
話の仲介には Push APIを利用している。これは、本
システムが任意のタイミングで指定したユーザーに

メッセージを送信することができる APIである。 
5. 評価 
理工系大学 3,4年生 12名を被験者として本システ
ムの評価を行った。システムの試用後、「本システム

は想定している利用者にとって役立つと思うか」と

いう問に対し、「役立つ,まあ役立つ,あまり役立たな
い,役立たない」の 4段階で、全員から肯定的な評価
を得た。また、「オンライン授業で意見に基づいてペ

アワークの一連の流れを行うとき、本システムによ

るのと、従来のブレイクアウトルームで行うのでは

どちらが便利だと思うか」という問いに対し、 「本
システムの方が便利,どちらかというと本システム
の方が便利,どちらかと言うとブレイクアウトルー
ムの方が便利,ブレイクアウトルームの方が便利」の
4段階で 10名の肯定的な回答を得た。 
6. まとめ 
本システムは LINE 上で問題作成からペアワーク
などの一連の流れを対話形式にすることで、教師と

学生がスムーズにペアワークを行うことができる。

また、教師や学生同士が友だち登録しなくても本シ

ステムが仲介することで会話が可能である。リッチ

メニューを利用することで、ユーザーが操作に戸惑

わず、簡単にペアワークを行うことができる。 
さらに利便性を高めるためには、回答方法やペア

の編成方法をユーザーが指定できることが望ましい。 
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